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町民ミュージカル 

「ファンタジックパーク」より 

(H 5 .11.7 ) 

博
だ
 

さ
か
m
m
加 

し
働
尋
 

点 
情
報
、
国
際
化
が
進
み
、
 

世
界
の
で
き
事
が
、
テ
レ
ビ
 

な
ど
の
メ
デ
ィ
ァ
を
通
し
て
、
 

私
た
ち
に
情
報
が
入
っ
て
く
 

《 

る
▼
三
十
年
前
、
ァ
メ
リ
カ
 

見からテ旨胃生中継が 

え
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
画
面
は
、
 

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
 

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
 

を
覚
え
て
い
る
。
現
在
の
世
界
の
動
き
 

は
早
く
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
合
や
、
ソ
 

連
の
崩
壊
、
湾
岸
戦
争
な
ど
の
中
東
問
 

題
や
カ
ン
ボ
ジ
ァ
問
題
な
ど
、
私
た
ち
 

に
世
界
の
動
き
が
瞬
時
に
わ
か
る
時
代
 

に
な
っ
て
い
る
▼
こ
の
様
な
中
で
、
地
 

球
環
境
問
題
や
経
済
問
題
、
食
料
、
飢
 

餓
問
題
な
ど
地
球
的
規
模
で
の
問
題
を
 

人
類
と
し
て
抱
え
て
い
る
。
国
連
の
役
 

割
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
▼
国
連
は
第
 

二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
一
九
四
五
 

年
に
成
立
し
た
国
際
連
合
組
織
で
あ
る
。
 

現
在
約
一
七
〇
に
近
い
国
が
参
加
し
て
 

い
る
。
こ
の
国
連
で
は
、
た
く
さ
ん
の
 

条
約
や
、
規
約
、
決
議
、
宣
言
が
な
さ
 

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
 
「
人
権
」
 
に
関
 

す
る
も
の
が
あ
る
▼
国
連
人
権
委
員
会
 

が
 
「
世
界
人
権
宣
言
」
 
の
起
草
を
行
 

な
い
、
 

一
九
四
八
年
十
ニ
月
十
日
の
 

国
連
総
会
で
成
立
し
た
▼
今
年
は
世
 

界
人
権
宣
言
四
十
五
周
年
で
あ
る
。
 

十
二
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
人
 

権
尊
重
旬
間
で
あ
る
。
考
え
て
ほ
し
い
。
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悪
質
な
滞
納
者
は
さ
ち
に
厳
し
く
 

×
平
成
「
罵
に
国
の
財
政
再
建
準
用
団
体
の
指
定
を
受
 

け
、
は
や
、
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 
こ
の
 

間
、
徹
底
し
た
合
理
化
を
は
か
り
、
事
業
の
抑
制
な
ど
行
 

な
い
な
が
ら
、
借
金
の
早
期
返
済
を
進
め
、
 
一
日
も
早
い
 

再
建
明
け
を
め
ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

平
成
四
年
度
の
決
算
で
は
、
三
＋
億
六
千
万
円
の
赤
字
 

で
し
た
が
、
借
入
金
（
起
債
）
の
早
期
返
済
も
実
施
し
な
 

が
ら
、
再
建
に
向
け
て
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
 
財
政
 

履
を
行
う
際
、
「
ゴ
ネ
得
」
や
「
不
公
平
」
な
ど
、
断
じ
て
 

，
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
 

滞
納
の
金
額
も
大
き
く
、
討
画
的
な
 

支
払
い
な
ど
の
協
議
を
行
な
い
、
哲
約
 

書
を
交
す
指
導
協
議
を
行
な
っ
 
て
い
 

ま
す
。
 

町
と
の
協
議
に
 16 

じ
な
い
人
や
、
哲
 

約
書
ど
お
り
支
払
い
を
し
な
い
人
に
対
 

し
て
、
顧
間
弁
護
L
と
赤
池
町
と
の
連
 

名
で
、
本
人
と
保
証
人
に
督
促
を
し
、
 

法
的
丁
続
き
を
す
で
に
始
め
て
い
ま
す
。
 

督
促
に
 16 

じ
な
い
人
に
は
、
法
的
措
置
 

（
告
訴
）
を
実
行
し
ま
す
。
 

．
町
営
住
宅
使
用
料
 

討
画
徴
収
な
ど
進
め
、
金
額
が
大
き
 

く
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に
納
め
て
い
 

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
 

悪
質
な
滞
納
者
へ
は
、
法
的
措
置
基
準
 

を
次
の
と
お
り
設
定
し
、
実
行
し
ま
す
。
 

許
 さ
れ
な
い
決
意
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

ノ
 

水
道
料
金
を
は
じ
め
、
税
金
、
使
用
料
、
貸
付
金
な
ど
 

の
「
定
の
基
準
を
定
め
、
こ
れ
に
反
す
る
滞
納
者
に
対
む
 

て
厳
し
く
対
処
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
滞
納
の
問
題
に
 

つ
き
ま
し
て
、
法
的
措
置
を
踏
ま
え
て
事
数
吻
手
続
き
を
行
っ
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
滞
納
処
分
の
基
準
の
見
直
し
や
パ
』
 

具
体
的
な
措
置
の
決
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

言
す
く
 

赤
池
町
長
 一 
日
野
喜
美
男
又
 

法
的
措
置
の
対
象
者
 

原
則
と
し
て
、
家
賃
が
十
ニ
カ
月
以
 

ト
、
ま
た
は
、
ー
石
力
円
以
上
の
滞
納
 

が
あ
り
、
再
 

の
督
促
お
よ
び
納
入
指
 

導
に
も
か
か
わ
ら
ず
滞
納
し
て
い
る
人
。
 

●
十
ハ
・
首
「
叫
へ
五
 

‘
「
ノ
．
、
月
山
ー
ー
イ
「
馴
一
 

現
右
、
協
議
に
応
じ
な
い
悪
質
な
滞
 

納
者
に
対
し
、
給
水
停
止
の
措
置
を
行
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
次
の
と
お
 

り
給
水
停
止
基
準
を
改
正
し
ま
す
。
 

改

正

前

 

給
水
停
止
予
告
書
お
よ
び
、
給
水
停
 

止
最
終
予
告
書
を
発
送
す
る
も
、
水
道
 

料
金
の
納
付
に
応
じ
な
い
者
の
う
ち
、
 

滞
納
額
が
ニ
万
五
千
円
以
L
、
ま
た
は
、
 

滞
納
月
数
が
十
ニ
カ
月
以
上
の
水
道
使
 

用
者
。
 

改

正

後

 

滞
納
額
が
一
万
一
千
九
百
円
以
上
、
 

月
数
が
六
カ
月
以
L
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
六
年
四
月
か
ら
は
滞
納
 

月
数
が
三
カ
月
以
L
と
な
り
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

．
普
 

通
 
税
 

土
地
や
建
物
に
か
か
る
固
定
資
」
税
 

や
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
で
す
。
 

再
一
、
催
告
書
の
送
付
や
臨
戸
訪
問
 

を
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
応
じ
 

な
い
滞
納
者
も
あ
り
、
次
の
と
お
り
滞
 

納
処
分
（
差
し
押
え
）
の
基
準
を
設
定
 

し
ま
し
た
。
 

①
町
税
滞
納
額
が
五
十
万
円
以
上
の
人
。
 

②
滞
納
期
間
が
三
年
以
上
の
人
。
 

③
右
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
悪
質
な
 

滞
納
者
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 

以
上
の
基
準
で
、
国
税
徴
収
法
に
基
 

づ
く
差
し
押
え
な
ど
の
方
針
で
取
り
組
 

た
 

か
 

人
権
を
認
め
あ
い
呂
ホ
め
あ
い
 

み
 

・り 

い
 

明
る
い
ニ
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
 

人
権
尊
重
旬
間
 
12 

月
4

日
か
ら
 13 

日
ま
で
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
、
人
権
尊
重
旬
間
で
す
。
こ
れ
は
、
 
一
九
四
八
年
、
国
際
連
合
総
 

会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
十
ニ
月
十
日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

赤
池
町
で
も
、
「
人
権
尊
重
旬
間
」
 
の
期
間
中
、
 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
 

い
く
た
め
、
啓
発
行
事
を
行
な
い
ま
す
。
 

】
」
の
機
会
に
 
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

今
年
は
、
「
世
界
人
権
官
三
」
ロ
四
十
五
周
 

年」 

で
す
。
 

「
世
界
人
権
官
三
」
ロ
」
 
は
一
九
四
八
年
十
 

一
一
月
ト
日
の
国
際
連
合
総
会
で
 
「
す
べ
 

て
の
国
と
、
す
べ
て
の
国
民
が
達
成
す
 

べ
き
人
権
の
共
通
基
準
」
 
と
し
て
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
 

⑥
す
べ
て
人
間
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
で
、
 

そ
ん
げ
ん
 

尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
 

さ

ず

 

人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
 

と
う
ほ
・
つ
 

れ
て
お
り
、
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
 

互
い
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

）
ん
び
き
 

⑥
何
人
も
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
 

言
語
、
政
治
上
も
し
く
は
他
の
意
見
、
 

国
民
的
も
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
 

も
 
ん
 
ち
 

産
、
門
地
ま
た
は
他
の
地
位
と
い
う
 

よ
う
な
、
い
か
な
る
種
類
の
差
別
も
 

受
け
る
こ
と
な
し
ー
略
ー
 

と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
官
「
「
ロ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
 

悲
惨
な
で
き
ご
と
の
中
か
ら
、
人
権
無
 

け
い
べ
 
つ
 

視
や
軽
蔑
が
、
人
類
の
良
心
を
踏
み
に
 

じ
っ
た
野
蛮
的
な
戦
争
を
も
た
ら
し
た
 

と
の
深
い
反
省
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

そ
の
後
も
国
際
連
合
総
会
で
は
、
こ
 

の
精
神
を
受
け
、
国
際
人
権
規
約
を
始
 

め
と
し
て
、
二
十
あ
ま
り
の
人
権
に
関
 

す
る
条
約
を
採
択
。
世
界
的
に
差
別
を
 

な
く
し
、
人
権
意
識
を
高
め
よ
う
と
す
 

る
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、
世
界
各
国
の
 

人
権
保
障
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
 

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
世
界
の
現
状
を
見
る
と
、
 

ま
だ
、
人
権
宣
言
が
目
標
と
す
る
理
想
 

的
な
状
態
に
達
成
し
て
い
る
国
は
見
当
 

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
 

今
日
で
は
、
基
準
設
定
か
ら
実
施
の
時
 

代
に
移
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

日
本
で
は
戦
後
、
基
本
的
人
権
の
尊
 

重
を
基
本
理
念
と
す
る
 
「
平
和
憲
法
」
 

の
も
と
で
、
人
権
の
保
障
体
制
づ
く
り
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度
は
 

確
立
さ
れ
て
も
、
人
権
の
問
題
が
解
決
 

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

日
本
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
自
ら
の
間
 

ん
で
い
ま
す
。
 

ま
す
。
 

，
国
民
健
康
保
険
税
 

，
汚
水
処
理
使
用
料
 

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
支
払
わ
な
 

い
世
帯
や
、
支
払
い
の
約
束
を
し
て
い
 

る
の
に
支
払
わ
な
い
世
帯
な
ど
の
滞
納
 

者
が
い
ま
す
。
 

保
険
証
の
交
付
基
準
を
細
か
く
設
け
 

て
、
保
険
税
の
納
付
を
協
議
し
ま
す
。
 

O
学

校

給

食

 

給
食
費
は
、
月
に
小
学
校
三
千
三
白
 

円
、
中
学
校
三
T
八
白
円
で
す
。
人
件
 

費
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
代
な
ど
町
が
 

負
担
し
て
い
ま
す
。
 

滞
納
者
へ
の
催
促
を
行
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
さ
ら
に
個
別
協
議
な
ど
を
強
化
 

し
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
が
続
け
ば
、
 

給
食
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
い
た
し
 

‘日で 役場へのお支払いは’ 

一

「

「

 

こんなに便利です。 

町税や水道料金などの納付方法に口座振替の制度 

があるのをご存知ですか？口座振替を利用すると、 

役場などに行く手間が省けるだけでなく、「うっか 

り納期を忘れた」などということもありません。 

あなたも、安全で便利な口座振替を利用してみま 

せんか。 

●利用できる金融機関 ●手続きは簡単です 

支
え
ら
れ
て
、
封
建
的
身
分
制
度
に
代
 

表
さ
れ
る
前
近
代
的
な
も
の
が
温
存
さ
 

れ
て
い
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

部
落
差
別
に
よ
り
、
結
婚
や
就
職
が
 

妨
げ
ら
れ
、
幸
せ
に
生
き
て
い
こ
う
と
 

す
る
権
利
が
侵
さ
れ
て
い
る
問
題
や
、
 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
 

女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
、
女
性
 

を
低
く
見
る
女
性
差
別
。
さ
ら
に
、
在
 

日
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
、
障
害
者
 

に
対
す
る
差
別
か
ら
社
会
参
加
を
阻
ん
 

で
い
る
問
題
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
 

題
と
し
て
、
積
極
的
に
人
権
を
守
ろ
う
 

メ
ー
ー
 」一麟」）一一 

と
す
る
高
い
自
覚
を
持
っ
た
人
が
少
な
 

一

 

一一一一議「誠舞一 
人権旬間中の主な行事 

報
i
i
一」」一 

「詳」【古・雄一
iiiiiii
一 

繊
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
 

ス
 

一
 人権パレー ド 

人権を考えるタべ 

人 権 相 談 

人権駅伝大会 

人権ポスター 

講 演 会 

テ レ ビ放送 

12月4R田 
午前9時30分 

12 月4ERiり 
午後7時30分 

12月7日（火） 
午前11時～午後3時30分 

12 12 日（H) 
午前9 時集合 

掲示期間 

12月1日～12月13日 

12月8 日困 
13:OO'-'16:20 

12月4Eiw 
10: 30' '11: 15 

町内4 

同和対策中央研修所 

赤池町 

福祉センター 

集合場所 

町民グラウンド 

町内10 ケ所 

（福岡県主催） 

福岡市民会館 

RKB 毎日放送 
映画「チェリープラッサム」 

ニ 
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
汚
水
処
理
施
設
の
 

維
持
管
理
に
必
要
な
収
入
源
で
す
。
 

催
促
書
の
送
付
や
協
議
を
行
な
っ
て
 

い
ま
す
が
、
滞
納
者
が
い
ま
す
。
今
後
、
 

滞
納
者
に
対
す
る
基
準
を
設
定
し
、
厳
 

し
い
力
釘
で
対
処
し
ま
す
。
 

O
保
 
育
 
料
 

滞
納
者
と
の
協
議
が
進
み
、
解
消
へ
 

と
向
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
状
況
を
ロ
 

解 
消 

な
が
ら
対
応
を
行
な
い
ま
す
。
 

■
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

何
と
い
っ
て
も
再
三
の
協
議
依
頼
に
対
 

し
て
応
じ
て
い
た
だ
か
な
い
と
解
決
し
ま
 

せ
ん
。
特
別
な
事
情
で
現
在
納
付
で
き
な
 

い
人
は
、
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

取扱金融機関または役場 赤池郵便局・福岡銀行 

でして下さい。 

●必要なもの 

通帳と届印を準I乳でドさい。 福岡県労働金庫 

●口座振替が出来る公共料金などは 

・町県民税・固定資産税・軽自動車税 

・国民健康保険税・国民年金保険料 

・水道使用料・町営住宅家賃 

・汚水処理使用料・住宅新築資金等 

る
人
権
侵
害
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
問
題
 

が
あ
り
ま
す
。
 

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
 

せ
に
生
き
て
い
く
う
え
で
、
生
ま
れ
な
 

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
 

で
す
。
人
権
は
、
自
分
だ
け
の
も
の
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
す
べ
て
の
人
に
認
め
 

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 
お
互
い
に
尊
 

重
し
あ
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

こ
の
期
間
中
、
あ
な
た
自
身
、
そ
し
 

て
あ
な
た
の
周
囲
の
人
に
、
正
し
い
理
 

解
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
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▲とんだり、ハネたり楽しいよ。 

▲「この手でどうだ」囲碁大会。 

過之乏ミ選ミ 

▲入賞曲を歌うゲストの大藤さん。 
'93 童謡まつりln 赤池 

一多芸テ三牙禾 ’ コ 
でこI,('‘謙a'"#，ヌf鷲 

今年で6回目を迎えた童謡まつり、いかがで 

したか。10月ワ日の「わが町赤池クリーン作戦」 

を皮切りに、11月7日の 「コンクール発表会」 

「町民ミュージカル」 までの20日間、盛りだく 

さんのメニューがありました。 

クリーン作戦で、まちはすっかりきれいにな 

り、すがすがしい気分で行なわれたふる里フェ 

アー、文化祭展示会、芸能発表会、囲碁大会、 

ソフトボール大会、文化講演会、そして子ども 

の歌コンクール発表会と町民ミュージカル。各 

催しとも楽しんでいただけたでしょうか。 

ふる里赤池にすっかり定着した童謡まつり、, 

来年も楽しみですね。 

そんなところで、まつり期間中に写した写真 

を披露させていただき、まつり気分をもうー度 

味わってください。 

▲正義の味方 ジャンパーソンI? 

．
早
い
も
の
勝
ち
だ
よ
 

福
祉
バ
ザ
ー
 

▲コンクール、町内の部優秀の池田美幸ちゃん ノ
‘
ぐ
当
た
り
ま
す
よ
う
に
 

霧f ‘ーf に護ぎ塁 

▲いいぞ、日本― 

ぐ
抹
茶
く
せ
に
な
り
そ
 

●
茶
の
湯
も
い
い
も
の
で
す
 

kd編を焦寿
▲イェーィのってるかいっ 

ト
お
じ
ち
ゃ
ん
、
わ
た
菓
子
は
や
く
2
 

一
一
「
よ
、
つ
」
、
ぺ
 
rJ

、
 

ノ
？
・
一
 

I

!
J
d

ユ
ノ
f
、
，
F

・し 

／
一
ー
一
く
】
 

薫志～~~l~
や‘"""'g 、、’”ノi'’、 

、’’愉 

授”鳶 
W 轟鰐、 

ぐ
童
謡
っ
て
、
心
あ
っ
た
か
 

勲 

▲お願いしま～す。55回ソフトの開始です。 
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ち
の
 

☆
☆
ヂ
事
 

」〕、u
」〉、 

r
J
ノ斯‘」ン 

驚
雛
費
 

11
 

月
 14
 

日、 

10 

支
所
の
岩
屋
神
社
で
 

「
神
待
ち
」
の
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

神
様
が
出
雲
か
ら
帰
る
の
を
待
っ
て
 

行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
氏
子
の
皆
さ
ん
 

が
儀
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

ど
う
で
す
こ
の
人
参
 

有
機
農
法
で
す
。
 

I 

I 

儀式とともに交流を 

私、実は 
口べただったんです 

10 
月
 30 

日
、
社
会
福
祉
法
人
赤
池
学
 

園
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

風
が
強
く
少
し
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
 

み
ん
な
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
、
さ
わ
 

や
か
な
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

三ご r一・、ー‘ 
ご‘・v雲‘敏“l 

、
 

ラムネは飲みにくいねェ 

11 
月
 20 

日
と
 21 

日
に
、
コ
局
齢
者
が
幸
 

せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
住
民
福
祉
講
座
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
を
中
心
に
、
 

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
や
、
発
想
の
転
換
、
 

動
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
学
び
合
い
ま
 

し
た
。
（
写
真
福
井
さ
ん
の
講
演
）
 

9
月
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
、
ゲ
ー
 

ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
後
期
リ
ー
グ
戦
が
終
 

わ
り
ま
し
た
。
参
加
 17 

チ
ー
ム
で
5
同
 

戦
を
行
な
い
、
1
位
9
支
所
、
2
位
 19 

支
所
、
3
位
5
支
所
B

チ
ー
ム
で
し
た
。
 

虜nJ
．
ー
！
」
 

、ー 

ノ
？
1
'
 

I 

,

1

/
 

優勝の9 支所チーム 

10月30日、熊本県菊地養生園診療所長、竹 

熊先生による 「食はいのちなり」 と題した講 
演会が開催されました。「人間の生命（いのち） 
は、空気、水、そして他のいのちのお蔭です。 
生命を作るのは農業であり、母なる地球を 

守るのも農業です。今、子供の生命をどう育 
てるのかが問われています」と先生。楽しい中 
にも何かを考えさせられる講演でした。 

立
ち
見
も
出
た
 

し
 
ょ
よ
う
て
ん
 

諸

窯

展

の

講

演

会

 九州の陶芸・上野焼と遠州ゆかりの諸窯展 

が、11月14日から19日まで、NHK福岡放送 

センターで開催されました。 
また、この展示会にあわせて、地元赤池町 

で13日に陶器まつりが行なわれました。小堀 

遠州7窯といわれている窯元の作品が一堂に 
並ぶのははじめてで、多くの人が展示会なと 

を訪れました。 

7
ー 

身
体
障
害
の
人
の
 

職
員
採
用
選
考
試
験
を
し
ま
す
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
 

，
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
数
 

般
事
務
 

5
人
 

．
受
験
資
格
 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
 

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
程
度
が
ー
級
 

か
ら
4
級
ま
で
の
人
で
次
の
要
件
に
 

す
べ
て
該
当
す
る
人
。
 

ア
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
な
 

し
に
業
務
が
可
能
な
人
。
 

イ
、
昭
和
 39 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 

51
 

年
4
月
ー
日
に
生
ま
れ
た
人
。
 

ウ
、
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。
 

ェ
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
及
び
 

口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
 

で
き
る
人
。
 

．
第
ー
次
試
験
日
 

ー
月
9

日
回
 

、
 20 

に力汎 （れ 《
 
』
 !
 「やあーどうしょった？」「元気？」など、 

ホットな会話がはずむ成人式。 

新成人のみなさんをお待ちしています。 

’い つ 1月3日（月） 

●どこで 赤池町同和対策中央研修所 

●対象者 昭和48年4月2日～昭和49年4月 

‘ に生まれた人。 、 
m 

．
受
付
期
間
 

12 

月
6

日
、
 24 

日
（
当
 

目
消
印
有
効
）
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
 

谷

0

9

2

1

6

4

 1
局
3
 8
8
3
番
 

「
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
 

ワ
ー
プ
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
講
習
会
 

福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
 

．
科
 

目
 

ワ
ー
プ
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
 

，
定
 

数
 
20 

名
 

，
講
習
期
間
 

平
成
6
年
2

月
9

日
か
 

ら
3
月
 17 

日
 
延
べ
 
21 

日
（
主
に
毎
週
 

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
）
 
10 

時
、
 

．
申
し
込
み
 

1
月
6

日
・
7

日
 

電
話
申
し
込
み
 

谷
0
9
4
8
1
 23 

局
 

4
1
5
6
番
の
福
岡
県
女
性
就
業
セ
 

ン
タ
ー
ま
で
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
 10 

月
 22 

日
5
 11 

月
 24 

日
ま
で
 

【
香
典
返
し
】
o

太
田
正
発
（
上
里
）
o
 

町民バレーボール大会 

●い つ 12月5 日（面9・00~ 
’どこで 赤池中学校体育館他 

人権駅伝大会 
●い つ 12月12日（日）9: 00'-
o どこで 町民グラウンド集合 

■ 

囲碁同好会だより 
11月例会優勝者 

Aパート 中村三郎さん（岩屋組） 

Bパート 縄田一郎さん（石 松） 

12月の例会 

12月12 日（日） 9:30--17:OO 
町民会館和室 

文化祭囲碁大会 
優勝者 

Aノぐート 

Bノぐート 

Cノぐート 

中村三郎さん（岩屋組） 

高林 ーさん（8の1) 

繁永正喜さん（猿 田） 

中村会長より 

ゲ 

I 

12月福祉センターの行事 
。休館 日 6日、13日、19日、20日、23日、27日、28日 
（年末・年始休館H5年12月29日～H6年1月4日まで） 
。心配ご槻翻 7日、 17日 

（午前11時～午後3時30分まで） 
。健康相談日 14日（午前10時30分～午後2時まで） 
。仏教講演会 10日（午前11 時より） 
。演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

。福祉バス馴i 年末年始運休12月29日より1月3日まで。 
又、12月25日より1月7日の冬休み期間中 

は、日祭日の運行時間となります。 
 ■×芽ガートボール場も自由にご利用下さい。（ナイター可）ノ 

このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 
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鶴
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傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
食
生
 

活
の
欧
米
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
増
加
 

の
一
途
を
た
ど
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
ま
た
、
表
①
の
と
お
り
、
全
て
の
 

年
齢
層
で
乳
ガ
ン
発
生
は
増
加
し
て
お
 

」日一 

一
《
・
、
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欧
米
で
は
昔
か
ら
乳
ガ
ン
 

ガ
ン
の
家
族
歴
の
あ
る
人
等
、
食
生
活
 

に
か
か
る
人
が
多
く
、
女
性
 

ゃ
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関
連
が
あ
げ
ら
 

の
ガ
ン
の
ト
ッ
プ
で
し
た
o
 

れ
ま
す
。
 

最
近
で
は
、
日
本
で
も
増
加
 

．
乳
ガ
ン
の
症
状
は
左
記
の
と
お
り
で
、
 

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
食
生
 

最
も
多
い
の
が
乳
房
に
で
き
る
し
こ
り
 

二
・
、
い
、
ニ
ノ
β
r

・
・
；
ー
含
ョ
1
 

で
す
。
初
期
で
は
、
し
こ
り
以
外
の
症
 

り、 

40 

歳
代
と
い
う
比
較
的
若
い
年
齢
 

層
に
ピ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
 

30 

歳
に
な
っ
た
ら
乳
ガ
ン
検
診
適
齢
期
 

と
心
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

乳
ガ
ン
に
か
か
り
や
す
い
タ
イ
プ
と
 

し
て
、
独
身
者
、
晩
婚
の
人
、
初
産
年
 

齢
の
高
か
っ
た
人
、
流
産
、
早
産
の
多
 

か
っ
た
人
、
授
乳
期
間
の
短
か
か
っ
た
 

人
、
月
経
開
始
年
齢
が
早
く
、
閉
経
が
 

遅
か
っ
た
人
、
高
脂
肪
、
高
蛋
白
の
食
 

生
活
を
し
て
い
る
人
、
太
っ
た
人
、
乳
 

（出現率） 

 95 % 

●乳ガンの症状 
①乳房のしこり 
②乳首から分秘分がでる 

③乳首のくぼみ、ただれ 
④わきの下のグリグリ（医師の角蛾で）一45 % 

※初期には痛み、疲れやすさ、食欲の低下な 
どの全身の症状は出ない。 

●鱗繕脚発主率の年刻齢（人口10万対）表① 

70 ー 

60 
50 

40 ー 

30 ー 

20 ー 

10 ー 

0 0-10----20 -30'--40 '-50へ60--70 -80'----

●乳ガンの大きさと10年生存率 表② 

1001 90.0 

77.0 

7 % 

8 % 

ノノー 

ーー昭和50年0975) 
ー 昭和60年（1985)'/ 

で
す
。
初
期
で
は
、
し
こ
り
以
外
の
症
 

状
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
乳
 

房
に
し
こ
り
が
で
き
る
病
気
は
他
に
も
 

い
ろ
い
ろ
あ
り
、
し
こ
り
の
多
く
は
良
 

性
の
も
の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
し
 

こ
り
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
れ
が
良
性
の
 

も
の
か
、
ガ
ン
に
よ
る
も
の
か
を
自
分
 

で
判
断
せ
ず
、
医
師
の
診
断
を
受
け
る
 

こ
と
で
す
。
更
に
、
表
②
の
と
お
り
乳
 

ガ
ン
は
小
さ
い
ほ
ど
よ
く
治
り
ま
す
。
 

乳
ガ
ン
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
自
 

己
診
断
と
定
期
検
診
で
し
こ
り
が
で
き
 

る
だ
け
小
さ
い
う
ち
に
発
見
し
、
早
期
 

に
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
来
月
は
自
己
 

検
診
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
し
 

ま
す
。
 

永
田
竹
雄
（
北
町
）
o

定
宗
泰
雄
（
猿
畑
）
 

o
瀧
下
行
雄
（
小
藤
）
o

武
末
シ
ヅ
子
 

（
赤
池
）
o

薦
田
悦
子
（
町
営
伏
原
）
o

山
 

下
マ
ッ
ェ
（
暁
町
）
o

山
方
新
市
（
生
力
 

N
・T

)o

田
村
武
夫
（
赤
池
）
以
上
九
件
 

で
四
十
二
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
二
般
一
口
千
円
）
 

o
中
原
和
義
H
十
八
口
o

武
田
キ
ク
エ
廿
一
 

口o

永
井
実
n
十
ロ
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
 

【
寄
付
】
o

永
井
実
廿
一
万
円
o

矢
野
 

キ
ク
エ
廿
五
千
円
o

十
四
支
所
廿
五
千
 

五
百
五
十
五
円
o

大
薮
久
光
廿
九
百
五
 

十
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

福
祉
バ
 
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
七
万
八
千
六
百
 

六
十
五
円
 

47.8 
照ニ1  1 44 .4 

54.3 

5() 

しこりのllm 」 
【~'i径 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
毛
利
理
容
店
廿
金
一
封
 

教
育
委
員
会
図
書
室
 

o
岩
崎
皮
膚
科
医
院
長
 11 

図
書
七
百
六
 

十
三
冊
 

下田川4ケ町消防連合 
出 初 式 

●い つ 1 月9日（日） 

9:3(）より 

’どこで 赤池中学校グラウンド 

（雨天・赤池中体育館） 

●内 容 服装点検、 

機械器具点検、 

分列式、表彰 

.
 

田川市 

田川芸能フェスティバル 

12月5日13:00～無料 

田川文化センター 

方城町 

インデアカ大会 

12月5日9:00～町民会館 
糸田町 
。合唱フェスティバル 

12月12日13】00～文化福祉総合会館 

。家庭の日親子推進大会 

12月19日 10:00～町民会館 

香春町 

。ふれあい朝市 

12月3 日、12日、19日、26日 

9 】00～役場前広場 

。クリーン作戦 

12月12日 午前中町内全域 

赤 村 

。田川郡駅伝大会 

12月0日9:00～津野～香春町役場 

。人権講演会 

12月10日19・30～住民センター 

川崎町 

。えひす祭 

12月11日・12日商工会議所前 

11日前夜祭 12日朝から 

12日 うどん野菜の露店販売 

添田 町 

。ジャズ・イン・x’マス 

12月12 日（日）18:30～オークホール 

入場料2,200円（当日2,500円） 

ペア券4,200円（当日4,500円） 

。親子ふれあいフェスティバル 

12月23日（日）9:00～町体育館 

。新春たこあげ大会 

1月9日13:30～サンスポーツランド 

。カルタ大会 

1月9日14:00～オークホール 
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ミ収集・し尿収集です 

●ゴミ収集 

12月31日岡から1月3 日（月）は休みです。 
したがって次のとおり変更になります。 
※燃えるゴミ 

12月27日（日）の地区→12月26日（日） 

12月28日（火）の地区→12月27日（月） 
12月29日困の地区→12月28日（火） 

12月30日困の地区一→12月29日困 

12月31日圏の地区一→12月30日困 
1月3 日（月）の地区一→ 1月4 日（火） 
1月4 日（火）から平常どおりです。 
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納め忘れはありませんか？ 

―期日までに納めましょう― 

税 務 課 

・固定資産税は12月28日が納期です。 

・住民税や軽自動車税の払い忘れはありま 

せんか？確認の上、忘れていれば納め 

ください。 

福祉健康課 

・国民健康保険税の第6期納期月です。 

今までに納めていない人も必ず納めてく 

ださい。 

町営住宅使用料、住宅新築資金貸付金返済 

や、水道料、汚水処理料など、納め忘れの 

ないようお願いします。 

12 月は納税強調月間です／ 
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8 日仕） 
15日田 
22日仕） 
29日（土） 

月
月
月
月
 

'1

！ー・1

'1 

1月1日（第1土曜）の地区―→ 
1月8 日（第2土曜）の地区→ 
月15日（第3土曜）の地区→ 
月22日（第4土曜）の地区→ 
1週間遅れになります。 

●ー‘1 

●し尿収集 
各業者、次のとおり休みとなります。 
。吉田環境整備 12月31日圏～1月7日圏 
。能登環境開発工業 12月30日困～1月3日岡 
。筑豊衛生環境 12月30日困～1月5日囲 

、 年末は混みますので、早目に処理されるよう 
ノ お願いします。 

~ 年末・年始の 

救急診療です

★救急センターの年末・年始の診療は、救急の場 

合のみ、ご利用ください。 

診療日 12月31日岡-1月3 日（月） 
鷲
舞
％
霞
舞
 

受付時間 
9: 00- 1 1:30 

13:00-16: 30 

診療科目 内科・小児科・外科 

「
義
難
 

受付時間 18: 00- 22:30 

診療科目 内科・小児科 

・保険証は忘れずに持ってきてください。 

田川地区休日救急センター 

田川市新町11番47号容45一7199 

赤池町立病院の 
年 ・・始の休診について 

) 12月29日困から1月3 日（月）まで休診です。 
ヘノ （急患は除く） 

参加してみませんか 

●い つ 

●どこで 

●内 容 

12月11日出 12時～17時 
飯塚コスモスコモン 中ホール、展示場 
1）糖尿病患者さんの体験発表13:30'--
2 ）教育講演 

「糖尿病をコントロールする方法」14: 00-15: 00 
北九州市立医療センター 

糖尿病センター部長 石 津 注先生 

3 ）展 示 

。糖尿病に関する展示 

。医療相談および栄養相談 

。血糖測定・眼底検査 

年賀状は12月15日から受け付けます。差し出し 

が遅れると正月に届かないことがありますので、 
12月24日ごろまでにお出しください。 

赤池郵便局 
11月号で年賀はがき62 円に絵入りとありましたのは 

46円の誤りでした。お詑びして訂正します。 広報係 


